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　今夏は友好都市・韓国富川市へ、子ども美術交流団の一員とし
て初めて訪れました。富川市の皆様のあたたかい歓迎と心からのお
もてなしに感謝！感謝！隣人との絆を感じました。
　特集のボルチモア市の方 と々も、思い出がたくさんあり懐かしいで
す。8都市１港の姉妹友好都市との市民交流が、今後も末永く続い
ていくよう願っています。　　　　　（編集ボランティア・青柳尚子）

　　　　　はボランティアの協力による季刊誌です。本誌に対するご意見・ご感想が
ございましたら、ぜひ、FAXやE-mailでお聞かせください。

（FAX：044-435-7010　E-mail: kiankawasaki@kian.or.jp）
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・本誌記事の転載等については必ずご連絡ください。

外国人のためのお知らせ
がい こく じん し

日本の お正月 （元日：1月1日）
に ほん

がついち ついたちがん じつ
しょう がつ

　お正月は　日本で　一番　大切な　行事の　ひとつです。

　1月1日から　新しい　1年が　始まります。　お正月は　歳神様（正月の神様※1）が　家に　来ると　いわれて　います。 

特別な 飾りを　つけて　料理（※2）を　作って　神様を　迎えます。　そして　家族と　一緒に　お祝いを　したり　いろ

いろな お願いを　します。

しょうがつ

お正月の　飾りつけは　12月30日までに　飾りつけを　しましょう。　関東（川崎　東京　神奈川など）は 

1月7日に　片づけます。
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りょう り なんばー ふゆごう みぺ　ー　じくわ し　ぐ　な　る

あたら ねん みの こめ しあわ あ　に　み　ず　むもや さい

※１　新しい　1年の　実り（お米や　野菜が　たくさん　できる）と　幸せを　持って　きます。　Animism（アニミズム）
※2　おせち料理。　詳しくは　SIGNAL　No.123（2013冬号）8ページを　見て　ください。

ご　ろ　あ
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※3　語呂合わせ ： 言葉の　音や　リズムに　合わせた　言葉　遊び。　Play on words, Pun
※4　縁起物 ： いいことが　あるように　お祝いし　祈る　ための　品物。 Lucky Charm

●橙：「橙（だいだい）」と 親 子 孫の 世代(generation)の 「代 （々だいだい）」という　語呂合わせ（※3）の　縁
起物（※4）。　子孫繁栄（子どもが　たくさん　生まれて　家族が　続いて　いくこと）や　長寿（長く　生き
る　こと）を　願う。
●裏白：葉の裏　（白い　方）が　上に　なるように　飾る。　夫婦円満（夫と　妻が　仲良い　こと）を　願う。 

また　葉の裏が　白いので　「心の　裏も　白い　=　正直」　という　意味。
●四手：切れ目が　ある　白い　和紙。　きれいで　大切な　場所　という　しるし。
●串柿：家内安全（家族に　事故や　病気が　ないこと）を　願う。
●昆布：昆布（こんぶ/こぶ）と喜ぶ（よろこぶ）　という　語呂合わせの　縁起物（※4）。
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（リサーチ・文：編集ボランティア　藤川正則）


